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要旨 :

ミクロでもない。マクロでもない。メゾ的な役割を持つ保育所・幼稚園の管理者である園長の保育の質に対する

考え方が、子どもの最善の利益に大きな影響を与える。本論では保育環境マネジメントの一つとして、具体的な保

育の内容について考察していきたいと考える。中でも情報メディアとの関連について、子どもの情報環境の現状調

査から、そこから受ける発達影響についても論じていく。調査の中で保育環境をマネジメントする立場の管理者が

その責任として情報メディアをいかにコントロールして制御するかが、保育の質に大きく影響する問題の一つである

と言うことが見えてきた。それは保育に対するプライドでもある。現代の日本の保育は改善しなくてはならない問題

が累積している。常に子どもの最善の利益を追求していくことが保育者としての誇りでなくてはならない。しかしな

がら今後こども園の増加により、その保育・教育活動の質の問題には未だ大きな不安がある。人材不足や幼保一

体化で安易に視聴覚教材や教育ソフトを利用し始めるのではないかと危惧するのである。国家としてマクロ的な制

度改革を進めるならばこうした保育内容についても責任のある改革でなくてはならない。
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は じめに

保育環境をマネジメントする上で、重要な鍵とな

るのは保育の質の問題である。保育の質という言

葉は、指針の改定や制度改革等でも度々出てきて

いる。しかしながら同じ言葉を使っていてもその意

味合いや捉え方は人により、立場によりそれぞれ異

なっている。2012年度全国には2万 3711の保育

所、1万 3171の 幼稚園がある。合計 3万 6882

の教育・保育施設があれば3万 6882通りの保育・

教育があるのである。それは保育・教育サービス

の主体をどう捉えるかによっても異なってくるのであ

る。保育の質はミクロでは個々の保育者の力量に

左右され、マクロには国家としての方向性に左右さ

れる。マクロな部分は本論の最後に述べるが、ここ

ではミクロとマクロの中間点であるメゾの部分、保

育士個々の問題や国家の制度の問題というよりも、

園をマネジメントする側の思想が現場に大きな影響

力を与えていることに着目して考察していきたい。

そもそも保育所の運営は社会福祉事業であるか

ら、その事業の目的は何よりも児童の福祉であり、

子どもの最善の利益のためである。そのためにも

有効なマネジメント能力が管理者には強く求められ

るのは当然のことである。しかしながら従来の保

育士養成は、その名の通り現場の労働力として理



論と技術を持った優れた保育者を養成する課程は

あっても、優れた保育所の管理者になるための教

養を身に着ける課程はない。保育士のみを養成す

るマクロな視点に留まり、最も影響力のある経営

的立場のメゾ的なマネジメントスキルについてはそ

れを体系立てカリキュラム化している大学は皆無で

ある。

私はそれではいくら優れた保育士を養成しても

この業界の発展はないし、社会の問題は解決さ

れていかないと考える。管理者自体が、かつての

ロバート・オウエンのごとき情熱と改革精神をもって

社会の矛盾に対して経営的な立場に立って挑まな

ければ何も変わらないのである。つまり保育士養

成でいくら保育士としての個々の実力は養えたとし

ても、その個人がどのような管理者の下に就労す

るかによっても、そのオ能の芽が伸びたり削がれた

りするのである。

競争原理が導入された保育業界にとって、安

価で悪かろうの路線で運営をするのか、他の追従

を許さない先駆的で質の高い保育を目指す路線を

選択するのか、管理者の能力に大きく反映される

のである。

日本には幼稚園教育要領があり保育所保育指

針が告示化されているが、実際に現場での保育・

教育の内容は様 で々ある。もちろん日本の保育園・

幼稚園をすべて個性のない画一的で同じ顔の保

育・教育にしたいとは思わない。しかしながら認可

された施設として最低限度の保育の質のボトムアッ

プは図らなくてはならないと考える。そのボトムアッ

プを妨げているのは実は職員の質ではなく、園を

マネジメントする役割を持った園長あるいは法人の

思想、保育の質でもあると言っても過言ではない。

それは管理者である法人の思想に拠ることが大き

いのである。よって従来のよう|こ保育士の研修をし

て保育内容を高めるために努力しても、その施設

の管理者である法人や園長の保育に関する思想、

マネジメントの能力により、意味の在るものになるか、

意味のないものになるか大きな影響を受けるので

ある。そのためにも管理職研修はなされているが、

それぞれの歴史や伝統と、その施設に於いての

権力の中枢である園長の能力は極めて大きなもの

であることを認識しなければならないと考える。

近年の日本の保育士養成は子どもに対しての教

育だけでなく育児支援、つまり親に対しての対応

について研究や教育がなされてきた。それは子ど

もだけではなく親を育てなければ子どもの最善の

利益には繋がらないということが明確になってきた

からである。保育環境マネジメントにおける親は園

長であり法人である。管理的立場の人間が変わら

なければ、その現場の保育士や幼稚園教諭は変

わらないのである。管理者の能力こそが保育の質

に絶大な影響力を与えるのであるから、今後は管

理者としての専門性や保育すべてを網羅した管理

者教育が必要であり、管理者自身が保育の質に

目覚めることが重要である。つまり日本の保育の質

を向上させるのはメゾ的な層である管理者のマネ

ジメント能力なのである。

前回の論文では保育環境における人材のマネ

ジメントについて論じたが本説では、具体的な保

育の内容について考察していきたいと考える。

筆者は保育所の第三者評価委員として日本各

地を回った。第三者評価を受審する園はそれなり

に自園の保育内容は正しく自信があるという園が

多い。本論の中でも具体的に紹介するがテレビ漬

けの園もあった。そこにはそれが保育の質に関わ

ることであるという認識がないのである。園長自ら

率先してテレビを活用するのであるから、職員は

それをそのまま受け入れ、それを保育であると認

識しているのである。保育環境マネジメントは現場

を統括する管理者としての責任において、保育の

環境、保育そのものの在り方をマネジメントするこ

とであって、それは直接処遇の質に大きく影響を
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及ぼすものである。こうしたことを踏まえて、今回

の論文は、保育環境マネジメントにおける情報メ

デイアに関する考察とし、子どもの情報環境の現

状と、そこから受ける発達影響について概説を論

じていきたいと思う。

1.現代社会における子どもの情報環境の現状

平成 20年 4月に改定された保育所保育指針で

保育所は「養護と教育を一体的に行うことを特性

とする」とあり養護と教育の定義を明らかにした。

これは保育所保育の特性や職員の専門性を発揮

して行くための改正であった。養護だけでなく教育

をと改めて明文化した背景には、今後の幼保一元

化を視野に入れたのと同時に、日本の保育のスタン

ダードの水準を上|デていくという狙いがあった。よっ

て保育の質を考える上で、子どもと情報メデイアに

ついて今、語ることは、これからの新しい園の保育

力を計る上でかなり重要であると考えるからである。

現代社会における子どもたちのメディア漬けは大

きな問題となっている。NHK放送文化研究所が

2008年 6月に行った「幼児視聴率調査」によれ

ば、2～ 6歳の幼児が家庭において 1日にテレビ

番組を見る時間は平均 2時 間 7分であるとの結

果が報告されている。しかしこれは幼児向けの番

組についての調査であり、実際は家族と共にニュー

スや大人向けのバライテイも漫然と視聴しているこ

とや、またDVDや HDDなどの記録メディアの使

用率も増加している。日本小児科学会こどもの生

活環境改善委員会が2004年 に調査した報告では

「子どもが4時 間以上放置されてテレビを見ている

家庭は 1.6%存在した」とあり、家庭生活において、

「長時間にわたって親の関わりがなく視聴している

子どもには有意語出現の遅れの他、言語理解や

社会性の遅れ傾向が見られ、親への働きかけが

少ない様子が示された」と乳幼児の家庭における

テレビ視聴に警告を発している。

しかしながら幼児教育の専門機関である幼稚園

や保育所によっても教育の一環としてテレビを使用

する園もある。ある保育園では午前中から教育番

組を視聴し、見終わった後、保育士が声掛けをし

て製作が始まる。設定保育の導入や動機づけに

ビデオ教材を使っているのである。また関東近郊

のある保育所では毎日夕方4時になると園長室か

ら各クラスのテレビが遠距離操作され、子どもの

飛びつくアニメのビデオが流される。子どもたちは

テレビの前に集まってアニメを見ながら親の帰りを

待っている。夏のまだ陽も明るい園庭には子どもた

ちの姿はない。

前者と後者の使用目的には違いがある。前者

は教育のために利用しようとしている。後者は管

理のために利用しようとしている。だから前者は良

く後者は悪いという表面的な問題のみで片付けて

はならない。

教材として日々 ビデオを保育に利用しているある

幼稚園の園長は次のように語る。「普段 10分も集

中できなかった子どもたちが、このビデオ教材なら

1時間も集中して見ることができる」と。残念なが

らそれは集中ではない。テレビは映像が次々に変

わり音や光の刺激の変化で見続けてしまうのであ

る。たとえばテレビの画面が静止画のよう|こ同じ画

像であれば誰しもすぐ目をそらすであろう。

絵本や紙芝居をじっくり鑑賞できない子どもたち

の多くはテレビやゲームなどによる次から次に一方

的に押し寄せる過度の強い映像や音の刺激の影

響である。そうした一方的で刺激的な教材を用い

なくても保育ができることが、専門家として存在し

ている保育者の役割であり、そこに存在している

保育者の専門性ではないだろうか。

また後者のように長時間保育に伴って保育時間

にビデオを視聴させている保育園も少なくない。ど

うしてアニメを見せているのですか?という私の問

いに保育士は「園の方針であるから」「園長先



生が見せてくださるから」と言い、直接園長に聞

いてみると「子どもが喜ぶから」と答えていた。

それでは保育の質を問われても仕方がないであろ

う。子どもが好きだから見せていると言えば聞こえ

がいいかも知れないが、実際の理由は別のところ

に存在するのではないだろうか。夕方お迎えに来

るのに外で遊んで汚れたりしたら大変だとか、勤

務する職員の手が足りないからという大人の都合

になっているか、またテレビ視聴が昔からの慣習に

なっている園もある。前者も後者もこうしたメディア

に依存するような保育では、呆たして子どもの最

善の利益と言えるだろうか。

2.経済と連動する保育内容

1980年代にはNHKを中心とした放送教育が

全盛の時代があった。教育放送の番組表が各保

育園に配布され、研究会も各地で開催され、映

像というメデイアを通じて保育・教育に何ができる

のか可能性を探っていた時代でもある。世界的

にメデイアリテラシーという言葉が様々に解釈され、

本来商業主義批判であるはずの「メデイア教育に

関するグリュンバルト宣言」1982年が日本では放

送教育こそが時代の最先端を行くものとして多くの

保育者や園長の心を捉えたのである。それはまた

時代背景が大きく影響してきていた。1985年から

1991年に起きた日本の好景気、いわゆるバブル期

には、保育や福祉の人材確保に大変な苦労をし

た時代でもあった。保育園に於ける人材確保の問

題は2013年現在も待機児問題から発生して大き

な問題となっているが、過去にも何度か繰り返され

てきた問題である。第一期は戦後 1947年 12月

12日に児童福祉法が公布され、GHQの指導の

もと保育は公的責任で行われるべきであるとして、

それまでは民間の社会福祉事業に依存していた日

本の保育に公的な保育所、現在の公立保育所が

拡充され始めた時期。第二期は 1954年から12

月から1973年 11月までの高度経済成長期に入

り婦人労働が増加した時期、第三期は東京都で

1967年から1979年の美7in部都政時代に行われ

たポストの数だけ保育所をと言われ保育所が急増

した時代、そして第四期は 1985年から1991年

のバブル期である。現在は第五期と言える。つま

りこうした人材確保困難な時期に保育内容にも経

済が大きな影響を与えるのである。

バブル期には保育士養成校を卒業した学生の

殆どが企業に就職していった。養成校の第一義

的責任は保育士を養成することであるが、好景気

では福祉業界のように賃金形態が景気に左右され

ない極めて最低限度の賃金形態には人材は集ま

らないのである。そこで登場するのがマニュアル

保育であり、放送教育であった。つまり保育者の

力量に左右されずに誰でも最低限度の保育・教

育水準を維持できるために利用されたのである。

それは教育能力に欠ける部分を補填するための

安直な保育でもあった。放送教育はバブル崩壊と

同時に終焉を迎えたがいまだに形を変えて残って

いる。保育内容は経済と連動して変化していくの

である。つまり保育士不足が大問題となっている

現在、そしてこれからも保育の質に関わる様々な

安直な保育がなされることが想定される。保育環

境マネジメントとして経営者の理念が問われるので

ある。

またさらなる動きとして英語教育の低年齢化にお

けるテレビ視聴はすでに始まっている。教育産業

は DVDやパソコンを利用したソフトの売り込みに

必死であり、家庭にも保育所や幼稚園にも英語力

の欠ける人材が大半である日本社会では、ビデオ

教材を使ったアメリカンスクールもどきの園が増加し

ている。国際化、グローバル化との美辞麗句の陰

でますます電子ベビーシッターが増殖する可能性

さえある。

保育所保育指針でも養護と教育の二つの柱が



求められグローバル社会では早期の英語教育も求

められているが、これはパソコン教材では効果が

ない。表面的な子ども編し、保護者覇しでしかな

い。国が本気で低年齢からグローバル化を推進す

るなら、英語を母国語とする人材を保育士として

採用を認めるべきである。生活の中で英語を母国

語として話すネイティブが保育の生活の中に日常的

に存在しなければ意味がない。中国語も同様であ

る。しかし、現在、保育士は日本国籍を持ってい

なければビザが下りない。日本に留学して保育士

の勉強をしても保育士として就労することができな

いのである。これは馬鹿げたことである。ここを改

善することができれば、保育士不足も国際的な教

育も、英語も、中国語も直接体験として学びを深

めることができるであろう。ビデオ映像に保育や教

育をさせても、それを使う保育士が日本語では意

味がないのである。

また保育士養成校に関する定員制限の厳しさで

もある。ここを緩和してより多くの学生を輩出して

いかなければ現在の保育士不足に追いつかない。

またその教育内容の質を低下させないためにも規

制緩和と同時に財政的支援も必要である。需要と

供給のバランスが崩れ innadonを起こしているの

である。

厚生労働省によると、保育士の平均月額給与

は 21万 4000円。全職種平均よりH万 円少な
い。と新聞等で報道されているが、医師や弁護士

も含めた平均であリー概に比較はできないし、利

潤を産み出さない職種であるから右肩上がりに昇

給していくわけもなく、国や地方自治体からの運営

費は年々カットされているという実態までは明らかに

されていない。保育事業はすべて補助金で賄っ

ている以上、国や地方自治体、国民が意識を変

えなければならないのである。早急に支援が必要

で、人材確保では「資格を持っていれば誰でもい

い」と悲痛な叫びを上げている経営者が多く存在

している。

しかしながら保育士の待遇や賃金は一向に改

善されない。江戸学の祖といわれる三田村鳶魚 (え

んぎょ)の「江戸雑録」には、徳川家康の謀臣・

本多佐渡守正信の言葉として、「百姓は、天下

の根本なり。是を治める法あり。 (中略)百姓は、

財の余らぬように、不足なきよう|こ治むる事、道なり」

とある。社会福祉事業もまたこれと同様で程よくバ

ランスがとれていれば良いが、規制緩和も進まず、

がんじがらめの制度の中で最低限度の制度、「百

姓は生かさず殺さず」「生きぬように死なぬように」

という福祉の歴史的な劣等処遇の原則が未だ従

事者に対してもなされており、厳しい状況に陥って

いるのである。

認可保育所には市区町村が設置主体の公立

保育所と、社会福祉法人などが設置主体の私立

保育所がある。この二つの設置主体には大きな

財政的格差が存在する。公立保育所は定員定

額制であり100名 定員で80名しか入所していなく

ても100名分の税金が導入される。そしてそこで

勤務する職員は公務員という立場で厚遇さている。

しかし同じ認可である私立保育所は現員変額制と

でも言おうか、80名 しか在園でなければ80人分

の運営費しか入ってこない。もし園児100名分に

担うだけの職員を雇用していたとしたら赤字運営と

なり運営が成立しない。賃金格差は開くばかりで

ある。たとえ同じ100名 だとしても運営にかかる費

用格差はあきれるほどである。保育士不足は公立

も私立も同じである。公立のハードルも低くなると多

くが条件の良いほうに流れるであろう。そんな中で

良い保育士を確保するために都市部の私立保育

所は大学回りや地方回り等大変な苦労をしている。

以前東京都で存在していた公私格差是正制度

はサービス推進費と名目を変えたが実際に給与に

はそのまま反映されない。首都圏でもり‖崎や市川

ではそうした是正制度がまだ存在している。そうで



なければ良い人材は確保できない。私立保育所

に対しての劣等処遇の原則は改善し、行政は機

関委任事務の責任を取り、公立と同等に私立でも

職員が安心して働ける財政措置を早急に取るべき

であり、そうでなければ保育内容の質の向上など

見込めない。極めて深刻な日本の保育の質の退

行が予測される。保育士の質が下がることは保育

の質が下がることで、それは保育士の社会的地位

も下がることである。それでは賃金は上がることは

ない。経営者は安易な保育に流されることなく保

育の質の向上と維持に努めなくてはならない。保

育という命を預かり日本の未来を創る価値のある職

業に対して、国家の施策として緊急な処遇改善が

必要である。

3.認可保育園におけるテレビ視聴調査

倉田は2013年 7月関東圏の保育所からランダ

ムに抽出した 165園の認可保育所において保育

におけるテレビ・ビデオ視聴についての調査を行っ

た。内訳は社会福祉法人立 134園 、公立保育所

22園、株式会社 11園、宗教法人立 3園、財団

法人立2園、学校法人立2園、NPO立 1園である。

165園の内テレビを保育に使用しているのは31園

で 19%であった。

図 1 認可保育所におけるテレビ視聴調査

■ テレビを使用していない

■ テレビを使用している

全体

図2 保育主体別テレビ使用園

■ 株式会社  ■ 学校法人
■ 公立保育園 ■ 社会福祉法人

図2を経営主体の割合でみると、社会福祉法人

では調査対象園の 19.4%の認可園がテレビを保

育に使用しており、公立保育所では 9%、 株式会

社が 9%、 学校法人立は 100%であった。これは

調査対象がランダムであり設置主体別に調査した

のではないので実際には偏りがあるが安定した財

政状況の公立保育園でも使用している園があるこ

とに驚きを隠せない。また極めて少ない学校法人

立では従来の保育所より安易にテレビ視聴を行う

のは、預かり保育やこども園化の中で、長時間保

育をどう組み立てて良いのか分からないという問

題があるのではないだろうか。

テレビ使用の具体的内容であるが、図3の様に

なる。

図 3園 数

躾 時間外保育で使用

■ 日常の保育で使用

■ イベント・行事にて使用

■ 教育として活用

■ 土曜保育で使用

■ 保護者向けに国の様子を見せる

使用している31園の内訳を見ると図2の様になる。



*延長保育の時間に使用している

*雨の日と延長保育時間に使用している。

*金曜日の夕方アンバンマンを見る。5園

*行事の準備で忙しいとき0こ見せている。

*遅番保育の前、保護者が迎えに来る時間帯。

*延長保育の30分間。

*夕方の合同保育。

*17時からは多目的室でビデオ鑑賞。

*16時からお母さんといっしょとアンパンマンを見る。

*通常保育から長時間保育への繋ぎ。

*土曜保育の午前中はDVD。

*土曜保育の空き時間。

*食事の待ち時間 (混合保育時)お帰りのとき。

*2歳児クラスで保育中アンパンマンを見ている。

*アンパンマンのビデオを1歳から5歳まで見る。

*配膳の時間。身体測定時。

*夕方の自由保育時に使用している。

*毎日保育室の清掃時に見る。

テレビなどの映像文化に慣れることは乳幼児期

の子どもにとって必要なことなのであろうか。むしろ

その弊害のほうが多くはないだろうか。ただでさえ

家庭でも視聴することが多い長時間視聴児が多い

のである。わざわざ保育園で見せる意味はどこに

あるのだろうか。子どもが好きだから。お楽しみだ

から。ということは聞こえの良い言い訳にしか過ぎ

ない。そこには罪悪感はないのだろうか。しかも

それが毎日の保育の一部となっているのはどうだろ

うか。

このように半数以上が時間外、延長保育の時

間に使用している。つまり人手がないという大人の

都合でテレビを利用しているのである。

動画の映像に慣れ親しんだ子は、絵本や紙芝

居などの静止画にその刺激の少なさから興味を示

さず集中力に欠ける子どもに育つ。そう考えたとき

に子どもの最善の利益になっているのか。本当は

大人の都合ではないのか。乳幼児の保育の現場

にテレビの視聴など必要のあることではない。保

育者ならば子どもの大切な発達の時間を十分に保

障していかなければならない。

安易に映像に頼るのはプロ意識が欠如している

としか思えないのである。それは子どもを取り巻く

環境である情報メディアに対する認識の甘さや依

存、経営者としての甘さが存在する。

しかしながら以下の記述もあった。

*映写会というイベントで。

*交通安全教室でビデオを視聴。

*運動会の振り付けを見るために使用。

*七夕の集会の時に使用。

*iPadを使用しその日の子どもの様子を動画に収

め迎えが来た保護者が見れるよう0こなっている。

こうして単発的にお楽しみや特別なイベントで行

うのは許容の範囲かもしれない。しかし映像でなく

ても紙芝居や職員劇でも出来るものであると思う。

最後のドキュメンテーションをビデオで撮影し親に

見せるというのはこれからの時代の新しい試みであ

るように思う。熱心な親たちは子どもが一日どう過

ごしたのか関心を持つ。それが写真や動画で見

られることは安心できる材料ともいえる。しかし映

像がすべてではなく、自分の子どもの内面的な成

長は子ども本人との会話の中で感じられるものだと

思うし、映像を見て分かったようになることは、却っ

て見えなくなるものが増えるのではないかと危惧す

るのである。本質は子どもとの温かい会話の中で

こそ見えてくるのだと考える。

保育士同士が映像で記録を撮りその保育の反

省材料として活用することはあっても、親が子ども

の一日の様子をビデオで見ている暇があれば、今、

日の前にいる子どもと関わり遊んで欲しいとも思う。

4.テレビによる育児の弊害

テレビによる育児の弊害はこれまで様々な研究



者が指摘してきたし、現場においても様々な症例

を見ることが出来る。土谷みち子の研究によると、

乳幼児早期からのテレビ。ビデオ接触の問題点か

ら情緒の表出の乏しさ、他者性の乏しさ、象徴機

能の発達への懸念、つまり、イメージの世界が誕

生しないと指摘している。

筆者が扱った例を紹介する。T子の母親はT

子が1歳の時に離婚し家を出た。父親の表情は乏

しく無口でほとんど必要なこと以外は喋ることはな

い。父親と祖母とιこ育てられるが自営業のため忙

しく、T子は店の脇の部屋で朝から夜までビデオと

テレビで育てられた。部屋には多量の漫画や幼児

向けビデオがあり、自由に視聴できるようになって

いた。T子はビデオを見ていれば静かなので繰り

返し見せていたと祖母は証言する。3歳になって

保育所に入園するが大人と目線があわず、独り言

で遅延のエコラリアを連発し奇声を上げ、極めて

情緒が不安定で会話が成立しなかった。話しか

けても自動的にキャラクターの名前やアニメの主人

公の台詞を繰り返し会話にならない。

原因は保護者の養育姿勢とネグレクト|こあるが、

保育所では少しずつ言葉を理解し、排泄などの身

辺自立の獲得や集団行動にも適応するよう0こなっ

ていった。しかし再三の依頼にも関わらず家庭で

のテレビによる子育ての状況は変わらず、就学年

になっても明らかに言語発達の遅れと情緒不安定

が見られ、友人ともコミュニケーションがうまく取れ

なかった。自閉症の症状に似ているが自閉症で

はなく、T子の場合は二次的な問題における障害

であった。T子は「狼に育てられた子」の現代版

「テレビに育てられた子」であり愛情不足やネグレ

クトとして問題にされなければならないが、親は教

育番組を見せているのになにが悪い!とそうした自

覚は皆無であった。衣服も栄養も満足に与え、子

どもが要求するままテレビを見せていることには罪

悪感はないのである。救いは保育所に入所しテレ

ビから離れることが出来、日中に限っては集団の

なかで愛情を受け過ごすことができたことである。

このように現代日本では「テレビに育てられた子」

は決して少なくはなく、また多くの親がそれをネグレ

クトとは認識していない怖さがある。

メディア、特にテレビにおけるもう一つの側面は

刺激の多さである。画面を通して受けての状況に

関係なく、日をそむけたくなるような悲惨な映像や、

殺人事件、いじめ、虐待、恐怖をあおる映像、

性的な刺激、音、が絶え間なく流れている。また

コマーシャルイズムやアニメは心理的にも注意を引

くように作られている。こうした過度な刺激を常に

受けていると、感覚はマヒして鈍くなっていく。また

より強い刺激を求め、穏やかで柔らかな感性を見

失うことになる。

5.小児科学会の勧告

日本小児科学会こどもの生活環境改善委員会

は乳幼児のテレビ視聴の発達への影響を検討す

るため、3地域の 1歳 6ケ月健診対象児計 1900

名について調査を行い、テレビの長時間視聴は 1

歳 6ケ月時点における意味のある言葉 (有意語)

の出現の遅れと関係があること、特に日常やテレビ

視聴時に親子の会話が少ない家庭の長時間視聴

児で有意語出現が遅れる率が高いこと、またこの

ようなテレビの影響にほとんどの親が気づいていな

いとの報告を2004年 4月に出し以下のような6項

目の提言を行っている。

2歳以下の子どもには、テレビ・ビデオを

長時間見せないようにしましょう。内容や

見方によらず、長時間視聴児は言語発

達が遅れる危険性が高まります。

テレビはつけっばなしにせず、見たら消し

ましょう。

乳幼児にテレビ・ビデオを一人で見せな



いようにしましょう。見せるときは親も一緒

に歌ったり、子どもの問いかけに応えるこ

とが大切です。

授乳中や食事中はテレビをつけないように

しましょう。

乳幼児にもテレビの適切な使い方を身に

つけさせましょう。見おわったら消すこと。

ビデオは続けて反復視聴しないこと。

子ども部屋にはテレビ・ビデオを置かない

ようにしましょう。

2004.4 日本小児科学会こどもの

生活環境改善委員会

こうしたメディアの影響についてすでにアメリカでは

1999年にアメリカ小児学会 (AAP)が次のような

8項目の勧告を出している。

*encouraging careful selection of programs

to view

*cO_vlewing and discussing content with

children and adolescents

*teaching critical viewing skills

*limiting and focusing time spent with

media

*being good media role models by

selectively using media and lilniting their

own media cholces

*emphasizing alternative activities

*creating an "electronic media‐ free‖

environment in children's rOoms

*avoiding use of media as an electronic

baby‐sltter

*どの番組を視聴するか注意深く選択するよう奨

励すること

*子どもたちや青少年と一緒に視聴し内容につい

て議論すること

*批評的に視聴する技能を教えること

*メディアで費やされる時間を制限して、集中さ

せること

*選択的にメディアを使用し、自身のメディア選択

を制限することによって、良いメディア役割モデ

ルとなること

*代替の活動を重要視すること
*子供部屋で「電子メディアのない」環境をつく

ること

*電子ベビーシッターとしてメディアの使用を避け

ること

Pediatricians should urge parents to

void television viewing fOr children under

the age of 2 years. Although certain

televislon programs may be promOted to

this age group, research on early brain

development shows that babies and toddlers

have a critical need for direct interactions

with parents and other significant care

givers(e.g"Child care providers)fOr healthy

brain growth and the development of

appropriate social, emotional, and cognitive

skills. Therefore, exposing such young

children to television programs should be

discouraged.

小児科医は親達に2歳以下の子どもたちのテ

レビ視聴を避けるように勧告すべきです。特定の

テレビ番組はこの年齢層をターゲットにしたものかも

しれませんが、初期の脳発達における研究による

と、乳児と幼児は、健全な脳発達と適切な社会

的、感情的、認識能力の発達のために、両親や

他の重要な養育者 (例えば、保育者など)と直

接関わりをもつ重大な必要性があることが解ってい

ます。それゆえ、そのような幼い子どもたちをテレ



ビ番組にさらすようなことは、やめるべきです。 (以

上、倉田訳 )

この勧告を見る限り日本小児科学会はアメリカ

小児学会の勧告を翻訳したに過ぎないよう|こ見え

る。日本小児科学会の勧告 1はアメリカ小児学会

の補足文章から引用している。日本小児科学会

の勧告 3はアメリカ小児学会の 2項目、8項目と

同様である。

勧告 5はアメリカ小児学会の 5項目のリテラシー

を意味している。勧告 6はアメリカ小児学会の7項

目と同様である。しかしながら異なる点もある。勧

告2のテレビはつけっばなしにせず、見たら消しましょ

う。と勧告 4の授乳中や食事中はテレビをつけない

ようにしましょう。 はアメリカ小児学会にはない。

2012年 に 100人の学生にアンケートを取ると

子どもの頃、食事中テレビを付けている家庭は約

48%いた。また現在でも食事中テレビを見ていると

いう学生は同数である。つまり子どもの頃から食事

中にテレビを見ている家庭は大学生になっても生

活習慣は変わらないのである。

2010年 に出会った学生は「なぜ食事中にテレ

ビを見てはいけないのか、私の家庭では家族でテ

レビを見ながら楽しく食事を取っている。それが昔

からの習慣であリー家団槃である。何が悪いのか

分からない」と言った。

日本の社会ではその住宅環境からダイニングとリ

ビングが分かれていない場合や、各部屋にテレビ

がある場合もある。テレビを見ながら食事を食べる

という習慣は昭和 30年代に入ってテレビが茶の

間の主人公になり円卓に向かうのではなくテレビか

ら放射線状に個々の視線を釘付けにしたことから

始まった。テレビを見ながら食事を取れば何を食

べているのか分からない。虚ろに食物を口に入れ

ているだけであり味も正確に感じない。目をつむっ

て食べれば彩や盛り付けやその食物の鮮度すらも

わからない。それがどうして作られたのか、今日

は家族にとってどんな出来事があったのか耳で聞く

ことができない。五感の二つをテレビに占領されて

いるのであるから。そもそも一家団榮という団槃と

は家族が集まり、楽しく談笑すること。「団」「榮」

はともに丸い意で、「団槃」は丸く輸のよう0こなっ

て座る、集まってむつまじくする意味である。テレ

ビを中心として放射線状にある形は団槃ではない

のである。

アメリカではファミリールームやエンターテーメント

ルームに移動して家族でテレビを鑑賞することが多

く、食事とは切り離されているが日本ではそうでは

ないのが一般庶民の生活である。1980年代には

某ファミリーレストランには各テープルにテレビが設

置されていた時代がる。しかしそれは長くは続か

なかった。各テープルのテレビは撤去され壁に大

型画面が残った。しかしそれも今は存在していな

い。家族団榮型へとファミレスがなり繁栄したので

ある。その分家庭ではテレビ主体の非団桑型が

一般家庭では主流となったのであろう。その反動

でハレの日に家族と出掛けるのがファミリーレストラ

ンとなったのである。テレビのない家族が向き合っ

て団楽する場がファミリーレストランであった。

しかしそのフアミリーレストランも終焉を迎えてい

る。朝早くから高齢者が一人で朝食を食べ静か

に過ごす孤食の場となり、昼は幼稚園のお迎え待

ちのママ友たちのたまり場となっている。セブン&

アイ・ホールディングスは2011年 2月期までの中期

経営計画を発表し、08年 2月期の連結営業利益

が減益となったことを受けて外食、総合スーパーな

ど不採算店を開鎖。今期 43億円の赤字となった

デニーズなどの全 680の外食店のうち140店を閉

鎖した。ファミリーレストランからファミリーが消えて

いくのである。団桑の場はあらゆるところで失われ

ている。

日本小児科学会の提言では、乳幼児にもテレビ



の適切な使い方を身につけさせましょう.見おわっ

たら消すこと.ビデオは続けて反復視聴しないこと。

とある。なぜ繰り返し見せてしまうのか。子ども本

人の要求というよりも親の教育方針がそうさせてい

るのではないかと思う。繰り返し同じ場面を見続け

るような行動は、過度の刺激が固定化された自閉

症の子ども0こしばしば見られるが、2歳児が何度も

同じ絵本を繰り返し読んでと親にせがむこととは全

く異なる。そこには親は存在しなく電子ベビーシッ

ターとしてのテレビと同じ刺激を求める子ども。出

日のない無毛な repetitionな のである。

6.教育番組の必要性はあるのか

アメリカにおける教育番組は親が十分に教育を

与えられない貧困層を主なターゲットにして始まった

といわれる。中でもセサミストリートは貧困層の幼

児の85%が視聴している。親の教育力のなさをテ

レビの教育番組が補填しているのである。その効

果は視聴していない貧困層に比べ高い。しかし中

流階級においては視聴による教育的効果の差異

はない。つまり家庭に教育力があればメディアによ

る教育の効果は少ないのである。個々の家庭で

は貧困など様々な教育力の問題があり、メディア

教育に依存してしまうやむを得ない事情もある。テ

レビによる子育ては間接経験の肥大化と直接経験

の矮小化を招く。バーチャル体験ではなく実際に、

自然を見て感動したり、いのちを感じたり、五感を

使って感じる直接体験が知識のみの間接経験に

矮小化されていく心配がある。

2012年、某私立大学で幼少期テレビを見ない

で育った学生を調査すると100人中 3人だけだっ

た。同じ質問を某国立大学でしてみた。25名 中

13名が幼児期に見なかったと答えた。この結果

が何を示すのかについて多くを語らないが、テレビ

による子育てをしないで、その時間をいかに有効

に他の遊びや学習に費やすことができるかが重要

であることを示唆しており、教育番組が学力に効

果的であるかどうかは結論からするとあまり意味を

感じられないのである。

愛媛県松山市では市内すべての保育所、幼

稚園、小中学校で2009年 4月 から毎月ノーテレ

ビ。ノーゲーム事業に取り組んでいる。1年早く実

験的に取り組んだ松江市内の小学校では、平日に

テレビを2時間以上見る児童の割合が、5月の約

51%から11月には約 35%に減った。平日にテレビ

ゲームを1時間以上するのは、約 25%から約 18%

に改善し、家庭学習の時間も増え、平日に30分

以上勉強する子供が、約 35%から2倍の約 69%

に増えたという。

この結果から見てもテレビを見ることは子どもの

発達における貴重な時間を奪っていると言える。さ

らに先に述べたよう0こテレビやゲームをしているの

は集中ではない。

近年、集中できない子どもが増加しているよう|こ

も思う。学業や仕事やスポーツなどのあらゆる場

面で集中力は重要な要素となっており、集中力の

有無が成否を左右する。ADHDや LDなどの障

害が無いのであれば本来子どもは集中する力を

持っている。しかし周囲の環境や過干渉により、じっ

くり取り組むことを学習できなくなり、落ち着かない、

集中できない子どもになることがある。

様々な保育園を見る中でしばしば気になるお子

さんに出会うことがある。室内をただ走り回ってい

る子、奇声を上げる子、大声で騒ぐ子など。一

某国立大学

■

額

テレビを
見ないで育つ

テレビを
見て育つ



見元気に遊んでいるように見えるが、実は遊んで

いるのではない。何をして良いのか分からないの

である。もちろん元気に駆け回ることも大切である

がそれは園庭や広場ですることである。室内では

ふざけてぶつかって怪我をすることも多い。そこで

仕方なしにビデオの力を借りる保育園が出てくるの

である。それは子どもたちがテレビに釘付けにな

るからである。果たしてそれを容認してよいのか。

現代の日本の保育・教育の現場においてはその

専門性として、電子ベビーシツターに依存せず、

幼児の貴重な発達の時間を丁寧に人や自然や物

と関わりながら直接体験を重視していかなくてはな

らない。

幼児番組の多くは夕方の家事が多忙な時間帯

に放送され、母親が家事をしている最中に電子ベ

ビーシッターとして役割を果たしている。「お母さん

といっしょ」ではなく、「お母さんとバラバラ」なの

である。保育園でも見せるということは「保育士さ

んとバラバラ」でもあり子どもの最善の利益に反し

ていることを認識しなくてはならない。

保育の環境をマネジメントする立場の人間が、

安易な保育内容を容認してはならない。それでは

日本社会のフロントリーダーの育成は出来ない。今

日一日の保育の在り方が、子どもの人生並びに日

本社会の未来に関わっているのである。

7.子どもたちを集中させるために

テレビを見せることは子どもから集中する力を奪

うことである。しかしながら単にテレビを見せない

から集中力が高まるということではない。子どもた

ちが見事に深く集中できる子どもたちにするには室

内に文化をもたらすことが重要である。子ども同士

の関わりの中で、子ども同士で成長しあうのが集

団で保育をする醍醐味である。元気に遊ぶことは

とても大切であり、その反面、個々の発達を保障

して行くことも重要視されなくてはいけない。元気

に散歩するのと同時に静かに集中する時間も保障

されなくてはならない。子どもたちが集中して遊ベ

るようにするには、保育のコーナー作りが不可欠で

あり、大幅な模様替えも必要だ。元気に活動する

と同時に、保育室に静かな時間を取り戻すこと。

職員の声、命令や指示、そうしたものを少なくして

その分、子どもの時間を保障していく。本当に集

中しているということは保育の場に静寂を取り戻す

ことである。

子どもたちが大人の指示がなくても、自分で考

えて行動し、それぞれが遊びに集中していくこと。

強制されなくても一定の秩序の中で生活していくこ

と。小さい頃から深く集中できる環境は保障されな

くてはならない。画一的に子どもを見ない。職員

が大きな声を出さない。用事があれば耳元で静か

に言い聞かせる。子どもが集中している時に大人

がじゃまをしない。真剣に挑んでいる時は待つこと

見守ること。そうすれば子どもたちは自分で考え行

動するようになる。何よりもそうして集中できる室内

の環境作りが重要である。子どもは最初は失敗も

あるが、チャレンジする中で少しずつ様々な遊び

が出来るようになり自信を持ち、自立していく。そ

んな保育が出来るまでには時間もかかる。ただ単

に広いだけで無味乾燥で何も工夫のないないコー

ナーのない教室では、子どもが集中できる場所、

居場所がない。それは保育の質に直接影響する

大きな問題である。

8.メデイアと情報について

現代社会は過度なメデイア社会である。様々な

情報が様々な媒介を通して氾濫している。それを

完全に断つことは不可能であり現実的ではない。

むしろ、必要な情報を選択する力、情報社会とど

のように上手に付き合って行くのかを教育していくこ

とが必要になってくる。それが情報リテラシー教育

である。情報に踊らされず情報を制するには情報



とは何かを知らなくてはいけないということである。

情報 infOrmationを 伝達する媒体をメディア

mediaという。テレビやラジオ、活字媒体、メール

やインターネットは不特定多数の人々に告知するた

めに大量の情報を発信する媒体及び方法でマス

メディアmass mediaと 呼ばれている。メディアに

は歴史的に三つの時代がある。回頭による会話の

時代。文字が発明された書物の時代。そして現

代のコンピュータやィンターネットの時代である。つ

まり回頭言語から文字言語に、さらに現代は電子

言語の時代としてそれぞれの及ぶ空間を増大させ

時間を短縮してきた。今日のよう0こインターネットの

普及により情報が飛躍的に増大した時代では、誰

でもインターネットで世界の情報をも簡単に入手で

き発信できる社会となった。従来のテレビやビデオ

などの受動的に受けるものだけではなくなったので

ある。情報はインタラクテイプになり能動化し誰しも

が簡単に情報を受信し発信することができるように

なった。それは今までマスメディアに独占されてい

た情報が市民にも自由に開放された革命的変革で

もある。

現代の日本では携帯電話を所有していない人を

探すほうが困難な時代でもある。こうした自由な情

報社会では、いくら教育の現場が好ましくない番

組に対して情報規制をしようとしても、物理的にも

不可能となっている。携帯電話からアクセスできる

様々なサイトにより児童が犯罪に巻き込まれ、学校

裏サイトなどのいじめの温床になったりもしている。

新しい道具とその普及の歴史をみると、どのような

批判が起ころうとも、その利便性が行き渡り、多く

の市民が道具の恩恵を享受すると、もはや後戻り

はできない。むしろどのように付き合っていくのかを

学ぶこと。メディア・リテラシーが必要になってきて

いる。

1930年代のイギリスで古典文学離れを防ぐため

に行われたインテリ層からの映画、新聞、雑誌、

広告などを含む大衆文化。マスメディア批判がメ

デイア・リテラシーの起源である。

1982年、ユネスコでメディア教育の充実が訴え

られ「メディア教育に関するグリュンバルト宣言」

が出された。声明の中には「両親、教師、メディ

ア側の製作者と意思決定者のすべてが、聴取者、

視聴者、読者の間に批判的な注意力をより大きく

育てることにそれぞれの役割をもっていることを認識

したときに、もっとも効果的になろう」とあるが、子

どもたちにとってテレビは、まだ十分な批判する能

力が形成される以前からその強い刺激により人格

的に大きな影響を与えていく危険なツールでもある。

さらにメディアは商業主義であるからすでに子ど

ものころからメディアに踊らされメディアに洗脳され

て商業主義に毒されている子どもたちの現実があ

る。そうした商業主義に毒されて育った子どもが

大人になり親となり、そして次の世代の子どもたち

にもそれらを再生産している。ゲーム世代が40代

になり通勤電車の中でゲーム機や携帯端末でゲー

ムに興じている姿を見かけない日はない。

ある大手のファーストフードが 13歳までに顧客に

して味を覚えさせれば、一生購買層として獲得で

きるという考えから、子ども用のセットをおまけ付で

格安に販売しているのと似ていて、商業主義も幼

いころに刷り込んでおけば大人になっても違和感な

く批判的な意識もなく商業主義に嵌まっていくので

ある。

ある公立保育所の親であり職業は公立小学校

の教員のAさんは、民営化に伴いその反対運動

の先鋒として活躍していた。新しく民営化を請け

負った法人が、新しい施設は商業主義をでき得る

限り排除していきたい。現行保育所のように保育

中にアンパンマンのビデオを見せたり、装飾に使っ

たりするのを止めたいと伝えたところ、なぜアンパ

ンマンがだめなのか。あれは素晴らしいアニメであ

リアンバンマンを否定することは許されない|と質問



状を出してきた。法人側はアンバンマンを否定して

いるのではなく、家庭で見る分には何も問題視は

していない。しかしながら保育の中では必要ない

と考えるとコメントをしたが、最後まで納得しなかっ

た。親であり教育者である者でさえそのような考え

を持つ日本社会はあまりにも成熟していない社会で

あると考える。保育所は親に対してもメディア・リテ

ラシーを伝えていく必要がある。

H24年、公立から民営化した園で倉田は以下

の様に園便り0こ綴った。

「保育園は誰のもの」

私はこれまで保育団体の書記や保育園の

園長や大学の教員、そして第二者評価委

員としてたくさんの幼稚園・保育園を訪間し

てきました。日本の認可保育園は約 23000

か所あります。日本の保育と言っても23000

通りの保育があると言ってもいいでしよう。

認可保育園では大きく分けると公立保育

所と私立保育園があります。公立保育所は

戦後児童福祉法が制定されてから作られた

保育所です。現代日本の保育のスタンダード

と言っても良いのですが、意外にも保育内

容は地域によっても大きく違います。私立保

育園は戦前から慈善事業で行われてきた施

設も多く戦後も篤志家が慈善事業として始

めた園が多くあります。その保育内容は様々

な個性、独自性があります。法人の考え方

で異なるのです。日本では保育所保育指針

という指導の指針があります。これは告示さ

れたもので守らなくてはならない法律でもあり

ます。しかしどれだけの保育士が新しい保

育所保育指針を学んでいるのでしよう。それ

は公私立関係ありません。昔からの保育を

止められない、それしか知らない保育士も多

く存在します。

保育園とは、児童福祉法の理念にもとづ

く児童福祉施設です。そして「保護者の

労働、又は病気などの様々な理由で家庭の

保育が充分行届かない乳幼児を、保護者

から日々 委託を受けて保育するところ」。と

保育所保育指針では謳つています。それは

保育に欠ける子どもたちのための福祉施設

という側面です。言い方を変えれば、家庭

では養育できない親のための施設ということ

です。さらに保育所保育指針では次のよう

に保育を説明しています。「保育とは、養護

と教育が一体化したいとなみであり、そのこ

とを通じて子供達の心身の諸能力を、健全

で調和のとれた姿に育成することを目的とし

ています。保育園は、地域の特性を生かし、

子供達の個を大切にしながら、心身共に健

やかに育つことを目的とする」つまり子どもた

ちの施設でもあるということです。親のため

の施設。子どものための施設。この二つの

目的は上手く両立すればよいのですが、二

律背反の傾向もあります。

ベビーホテルのような認可外施設は親の

利便性を優先していきます。そうすると子ど

もたちの安全や成長発達は疎かになりがち

です。子どもの最善の利益を追求していくと、

親の利便性やサービスでは不便を感じさせ

ることがあるかもしれません。

もう一つ、気になる施設があります。それ

は保育士のための施設です。保育士の独

断や偏見による施設。保育者の視野の狭

さ、学習不足から1日態善とした古典的な指

導型の保育しかできない保育園です。以前、

訪ねた施設では鼓笛隊に力を入れていまし

た。食事中、出来ない子どもを食事抜きで

訓練していました。怒鳴る保育士、泣きな

がら大太鼓をアクロバットのような姿勢で叩い



ている子ども。出来なければ給食は抜き!と

言っていました。私は子敵隊だと思いました。

ある保育園では裸保育を提唱していました。

凍えるような寒い冬、男の子も女の子も上半

身裸でマラソンをさせていました。唇を蒼くし

て震える子どもたち、歯をくいしばれ!と怒鳴

る保育士たちはしっかリジャンバーを着ていま

した。

第三者評価で訪ねた保育園では、認可

園なのにテレビ漬けでした。夕方の4時にな

ると園長が園長室から各クラスにアンバンマ

ンのビデオを流すのです。ある保育園では

○○式という保育を提唱していました。

保育の世界にはいくつかの流派があり、

教条主義的な信者が教条主義的な保育を

している園も多くあります。その保育は昔大

流行しました。今でも多くの保育園では導入

されています。いい面もあるとは思いますが

胡散臭くもあります。その保育の偉大な創

設者はいわば家元のような存在です。しか

し威張り散らし、怒鳴り散らし、人間的には

如何なものかと思いました。実際その園で

あった死亡事故などは隠蔽されてしまってい

ます。教条主義に至ると正しいことも見えな

くなってしまいます。保育には様々な考え方

があるでしょう。しかしさすがにどうかと思い

聞いたところ、それぞれ親の要望があるか

らだと答えるのです。親がこの方針で良いと

いうからやるのだというのです。それはどう

か。本当なのか。保育者としてのあなたの

考えではないのか?私には児童虐待としか映

りません。そしてその答えの裏には保育園

は親や保育士のものという考えがあるよう|こ

思えます。さらに私はこの保育しか知らない

からlということもよく聞きます。それでは専門

家としてはどうでしょうか。歴史的にも様々な

保育がなされてきました。いまだ 16世紀のよ

うな保育も現存しています。さらに現代でも

世界中には様々な保育があります。子どもた

ちにとってどのような保育が良いのか考え実

践し、親たちにも伝えていくことが専門家とし

ての使命ではないでしょうか。私たちの保育

園ではこのような保育には賛同することがで

きません。

こうしたことを見逃さずに追求して、真に

保育の質を考えるならば、やはり保育所は

子どものための施設でなくてはならないと思う

のです。「児童憲章」「児童福祉法」「子

どもの権利条約」「保育所保育指針」に基

づき考えると、児童の最善の利益の保障と

理論と実践の相互啓発による先進的保育が

必要だと考えます。 子どもの最善の利益と
は、一人一人の子どもがいかなる差別もなく、

愛され、あるがままの自分でいることを認めら

れ、幸せに暮らすことができることです。保

育園で過ごす子どもたちが、一日を振り返っ

て「楽しかった」と思えるように、一人一人

の子どもに寄り添い、子どもたちの思いに耳

を傾けていきます。体調が悪く外遊びがで

きないお子さんには、室内での遊びを計画

的に提供します。障害のあるお子さんには、

そのお子さんのための計画を立てて保育を

行います。子どもたち一人一人の人権を尊

重し、自分自身を自由に表現できるよう配慮

するとともに、職員の資質の向上に努め、よ

り質の高い保育を行うことによって子どもた

ちのよりよい育ちを保障して行きたいと思い

ます。理論と実践の相互啓発による先進的

保育とは、この保育園は7つの保育園のグ

ループの一つです。理事にも保育の専門家

がいます。時代の先駆けとしての理論、世

界の保育も視野に入れています。より高い



専門性が必要とされる場面において理論的

な裏づけとしての助言を仰ぐこともできます。

未来に向けた先進的な保育を職員一同と共

に構築していきたいと思います。兎にも角に

も、保育園は子どもたちが、楽しく、笑顔で、

安心して通える場所でなくてはと思うのです。

こうした啓蒙活動が公立の民営化の時に必ず

必要になっている。

メディア・エコロジーを専門としているニールポス

トマンニューヨーク大学教授は、文字を習得する

以前の児童期からメディアによる現実の世界の情

報が子どもを傷つけていくことを危惧して、情報を

子ども0こ到達させないようにすることによって、子ど

もの健全な心の成長を考えていこうと訴えた。しか

し残念ながら押し寄せるメデイアの力のほうがそれ

を回避しようとする教育的努力を上回っているのが

現実である。それは教育の場だけでなく家庭から

侵入しているからである。こうした現実に対応する

ためには教育の現場から家庭教育の現場に対して

注意を促すことが極めて重要なことであると考える。

17世紀ルソーはエミールの中で。「人間の不幸

は自分の為し得ること以上に欲望を満たそうとする

ところに生まれる。不幸は物がないということでは

ない。むしろ物が欲しいと感じるから不幸なのであ

る」と述べている。社会が結成されて文明が進

歩すると、人間は自分の力以上のものが欲しくなっ

てしまう。欲望が生まれるのである。欲望が生ま

れると、人々は物の取り合いを始め、社会的な不

平等が生まれる。悪徳や争いが生まれると考えた。

現代の商業主義的なメディアによる支配やインター

ネットや掲示板、プログ、プロフなどを利用したい

じめや学校裏サイトなどの問題はまさにルソーが危

惧した文明の進歩による堕落でもある。大人です

ら洪水のよう|こ流れ溢れている情報から必要な選

択していくことが極めて困難な社会で、どのように

したら子どもたちがメディアの渦の中で踊らされな

いようにするのかを考えなくてはならない。

9.直接体験を重視すること

子どもは無意識のうちに学習して意識化してい

く。つまり様々な情報が入ってくるとしても、そこに

介在するもの、つまり環境としての大人の存在が

重要なのである。メディアを子守代わりιこして子ど

もを放っておくのは問題であるが、更に大人の姿

勢を子どもは見ているのである。質の良し悪しに

関わらず、情報を見たとき子どもは画面を見てい

る瞬間の大人を見ているのである。身近で信頼で

きる大人がいること。そしてその大人がどのような

反応を示すかによって物事の質や価値観を一つず

つ学んでいくのである。品のない危険で乱暴な情

報を大人が喜んで視聴していれば、子どもはその

大人から無意識のうちに学習して意識化して価値

観として吸収していくのである。もちろん大人が毅

然とした態度で拒否をすれば子どもはそうした情報

を悪いものと学習するであろう。

かつてルソーはエミールの冒頭で「すべてのも

のは、造物主の手から出たときは善であるが、人

間の手の中では悪になる」 (エミール)と言った。

ルソーは教育において大切なこととして「消極教

育の原理」を掲げている。消極教育とは、子ども

たちに堕落した文化や文明を教えないということで

ある。人為的な作為的なものを排除し、堕落し悪

が入り込むことから子どもを守ることが正しい教育

であり、そうすることで子どもの本来の善が守られ

ると述べた。それはまるで今日の日本社会を予言

しているようでもある。

ペスタロッチが「生活が陶冶する」と言ったよう

に人間形成をする上で重要なことは、抽象的な知

識ではなく、実際の生活の中での直接体験である。

乳児期はまだ言語化されず身体感覚で潜在意識

の中に刻み込まれる時期である。非言語的な時代



に生きているからこそ鋭く感じているのである。こ

こで必要なことは、観念的・抽象的な言葉で理解

させようとするよりも、直接体験を通して、自然や

人や事物や社会を感じることである。だからこそ美

しい心、優しい笑顔、命の温もり、美しい命、美

しい自然、美しい色、美しい音色、美しい仕草、

美しい言葉、美しい季節を直接感じることが必要

不可欠なのである。それは子どもたちの美しい原

風景となる。命あるものが、人生を生きていくため

に必要なものとなるような体験的な、保育・教育が

必要だと考える。

情報メデイアの波は必ず子どもたちに進入してく

る。それは防ぎようがない。いくら保育の現場でテ

レビやゲームを子どもたちから遠ざけても、無人島

で生きない限りその波は必ず襲ってくる。

だからこそ乳幼児期。また学童期に置いて如何

に多くの直接体験や質の高い素晴らしい体験を与

えることが出来るかに掛かっていると考える。乳幼

児期に直接体験で事物に多く触れ、直接的体験

の素晴らしさを経験していれば、情報メディアの波

に触れたとしてもそれまで経験したメディアによる間

接的体験もまた有効に作用するであろう。保育所

や幼稚園の保育者の役割は、間接的体験に打ち

勝つ豊かな直接的体験の環境をいかに用意する

ことが出来るかに掛かっているのである。

テレビやビデオを見せること|こ保育の環境をマネ

ジメントする経営者として良心の呵責を感じるべき

である。財政的に厳しいのは承知だが、それで

安易な選択をしてしまってはならない。国は保育

所保育指針の告示化とともに養護と教育の一体化

を謳っている。人材不足、財政不足から電子ベビー

シッターに頼らざるを得ない保育が存在する。子ど

もの今を、この瞬間を安易で安価な教育でごまか

そうとする保育などは国家として恥ずべき行為であ

る。そうならないように指導と同時に手厚い財政的

支援が必要である。

10.再び保育の質を考える

今日大きな社会問題となっている待機児問題

は、平成 22年 10月 、厚生労働省発表の認可

保育所入所待機児童数は48,356人、同年 4月

の待機児童数 26,275人から22,081人と1.8倍増

加した。長引く不況の中で共働きの世帯は増え、

働きたいが預ける保育所がないまたは、やむなく

保育料の高額な無認可保育所に預けているという

待機児童数はまだまだ増加の一途を辿っている。

その待機児童解消策として大幅にこの国の保育

制度が変わる。「子ども。子育て新システム」である。

新システムは、2010年 1月、民主党政権下で策

定された「子ども。子育てビジョン」を起点として

いる。保育所・幼稚園を一元化して「こども園」

化とする動きは国家としてのプロジェクトであり、国

家の責任によるマクロなマネジメントである。

平成 20年に改定された保育所保育指針にお

いて養護と教育を明文化した上で告示化し、地

方行政でも幼稚園が教育委員会の管轄から保育

課幼稚園担当等と名称は異なるが福祉対策の管

轄に移されて、着々とその改革の準備が進行して

いる。新システムのワーキングチームである大日向

雅美はその特徴と意義として、第一に、すべての

子どもの育ちを社会の皆で支えるという、子育て

支援の理念の画期的な変化。第二に、働き方を

改革し、子育てと仕事の調和を図ることを目指す。

第三に、何よりも、子どもの健やかな成長を保障

することを議論の大前提としている。と言い、子育

てや働き方に関する従来の考え方や制度が、時

代の変化と共に人々の生活スタイルや価値観に合

わなくなった。と生産年齢の減少や社会保障の維

持、女性の高学歴化や社会参加の意欲、働くこ

とを希望する女性の増加、都市部での深刻な待

機児問題を理由として挙げている。

これは現状差し迫った待機児童解消策としての

保育の質という立場に立った制度改革であり、補



助金や財政的な問題が先行して日本の未来にお

ける子どもの教育、その在り方が置き去りにされて

いるように考える。子どもの教育や保育内容の保

育の質を考える立場にたっての変革ではなく、子ど

もの最善の利益より国家や親の都合を優先した改

革ではないかとも少なからず考えるのである。保

育内容の質に対してマクロな制度の変化は、メゾ

的な管理運営に大きな影響を与える。すでに保育

所が教育を取り違えてテレビや教育ソフトを使いだ

す例や、幼稚園が預かり保育をするうえで時間調

整のためにアニメーションを視聴させて情報メデイ

アに浸食され始めている。こども園が今後増加す

ることが見込まれるが、その保育・教育活動の質

の問題には未だ大きな不安がある。保育所に教

育が出来るのか。幼稚園に保育が出来るのか。

と互いに批判しあつている場合ではなく、運営形

態が変わり人材不足や幼保一体化で何をしてよい

のか分からない管理者の増加により、安易に視聴

覚教材や教育ソフトを利用し始めると危惧するの

である。国家としてマクロ的な制度改革を進めるな

らばこうした保育内容についても責任のある改革

でなくてはならない。今後、幼稚園要領と保育所

保育指針がどのように一体化するのか注目したい

ところである。

11.保育環境を守るプライドと責任

保育環境マネジメントにおける情報メデイアに関

する考察として、子どもの情報環境の現状と、そ

こから受ける発達影響について述べてきたが、保

育環境をマネジメントする立場の管理者がその責

任として情報メデイアをいかにコントロールして制御

するのかは、保育の質に大きく影響する問題の一

つであると言うことが見えてきた。それは保育に対

するプライドでもある。現代の日本の保育は改善し

なくてはならない問題が累積している。常に子ども

の最善の利益を追求していくことが保育者としての

誇りでなくてはならない。水は低いほうに流れる。

人間楽な方に流されやすい。夏目漱石は草枕で

「智に働けば角が立つ。情に樟させば流される。

意地を通せば窮屈だ。とかく人の世は住みにくい。」

と書いた。保育所におけるテレビによる子育てを否

定することは、テレビ文化にとっぷり漬かってきた今

日の世代には受け入れ難い問題かもしれない。テ

レビでの教育環境で生きてきた世代にはテレビ教

育批判は自己否定としても捉えられ感情的な反論

に出会うことも多い。

しかしながら多くの子育て家庭にはこうしたメデイ

アにおける発達に対する影響の情報が殆ど知らさ

れていない。それはインターネットが主流になったと

してもまだテレビの教育番組は存在し、メデイア自

身が2歳未満はテレビを見てはならないと自己否定

することはあり得ないからである。

誤解の無いように伝えるが筆者は教育番組を全

否定するつもりはない。家庭教育が十分できない

家庭にとっては何もしないのより効果がある。しか

し長時間視聴児の様に垂れ流し状態に置かれる

子どもたちの最善の利益はだれが保障するのか。

テレビ漬けで自分の意思決定がマヒしてしまい二

次的障害を受けてしまう子どもたちを救う手立ては

ないものかと考えるのである。

テレビ依存は子どもの健全な発達の貴重な時間

を浪費し、直接体験の学習の機会を奪うもので、

学力にも悪影響を与えるのである。保育所や幼稚

園等の教育 。保育の場に於いてはそうした人工的

なメデイア環境は不要であると提案するのである。

管理者が自ら率先して電子ベビーシツターを排除

していくことが重要であり、それが保育環境マネジ

メントにおける管理者の責任であり使命であると考

える。
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